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令和５年（2023 年）３月 

つくば市 市民部 文化芸術課 



■ 意見集計結果 

 

 令和５年（2023 年）１月 30 日から２月 28 日までの間、（つくば市文化芸術創造拠点基

本計画(案)）について、意見募集を行った結果、６人（団体を含む。）から 25 件の意見の

提出がありました。これらの意見について、適宜要約した上、項目ごとに整理し、それに

対する市の考え方をまとめましたので、公表します。 

 

 提出方法別の人数は、以下のとおりです。 

提出方法 人数（団体を含む。） 

  直接持参             ０人 

  郵便            ０人 

  電子メール             ０人 

  ファクシミリ             ０人 

  電子申請             ６人 

     合 計             ６人 

 

 

 

■ 意見の概要及び意見に対する市の考え方 

○ p3.36 3.1.1.ビジョン・コンセプト について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

１ 

 

ビジョン（展望）の内容と

コンセプト（行動原理）の内

容が逆になっていないか。 

「期待する」は心の中で思

うことなので行動ではない。

何かが「生まれる」ことは将

来起きて欲しいことなので、

それを期待することは将来

を展望するということであ

る。 

一方、具体的な行為である

「布を織る」を抽象化して行

動原理を説明するのは、哲学

的だが違和感はない。 

 

 １件 

 

 コンセプト（行動原理）の「期

待する」は「あてにして心待ち

にする」という意味ではなく、

「将来それが実現するように待

ち構える」という意味で使用し

ました。行動原理とは、行動の

根源的な動機となる信条や価値

観ですので、具体的な表現より

は、抽象的な表現の方がふさわ

しいと考えます。 

御指摘いただいた内容を踏ま

えて検討した結果、より分かり

やすい表現となるよう、「つく

ば独自の文化芸術を育む」とい

う文言に修正します。 

 



 

２ 

「あらゆる人、モノ、情報

が出会い」という表現につい

て、「あらゆる」は必要か。

言いたかったのは「あらゆる

人」ではなく「色々な人」で

はないか。「人、モノ、情報

が出会い」で良いと思う。 

 

 

１件 

 御指摘いただいた表現の方が

より簡潔になるため、コンセプ

トの書き出しについては、「人、

モノ、情報が出会い」という文

言に修正します。 

 

○ 基本方針 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

１ 

 

サイエンスハッカソンの

実施によって科学と芸術を

つなぐ拠点することは「つく

ば」らしく、素晴らしい。 

つくば市は研究機関が多

く、科学者や海外出身の方が

多く居住する一方、農業従事

者等も多くいるが、あまり交

流する機会もなく分断され

ている印象である。このよう

な拠点で交流する機会を持

つことは有意義ではないか

と思う。 

 

 

 

１件 

 

令和 4 年（2022 年）度つくば

市民意識アンケート結果から

も、「市外の友人に紹介したい

（自慢したい）と思う」項目は

多種多様であることがうかがえ

ます。 

市民が考えるつくばらしさを

いかした事業を展開するととも

に、多様な人々が文化芸術を通

じて交流することを目指し、今

後の計画の参考とさせていただ

きます。 

 

２ 

サイエンスハッカソンに

ついて、つくばらしさを意識

すると、科学と芸術の融合が

挙げられることは理解でき

るが、事業内容はデジタルア

ートの分野に限らず、広い視

野を持ったものになること

を期待する。 

 

 

 １件 

 

 科学と融合した文化芸術に

は、メディアアートのみならず

多様な形態が想定されます。つ

くば市で 2019 年に実施したサイ

エンスハッカソンでは、小説と

のコラボレーションも生まれま

した。 

多様な文化芸術のプラットフ

ォームとなるよう、今後の事業

推進の参考とさせていただきま

す。 

 



 

３ 

文化芸術振興基本法にお

いて「映画、漫画、アニメー

ション及びコンピュータそ

の他の電子機器等を利用し

た芸術」と定義されるメディ

ア芸術も対象なのか。 

 

 

 １件 

 

つくば市では、文化芸術振興

基本法を参考として、平成 31 年

（2019 年）につくば市文化芸術

推進基本計画を策定し、計画の

対象範囲として「メディア芸術」

の分野を挙げています。 

本計画は、つくば市文化芸術

推進基本計画の下位計画ですの

で、上位計画の方針に基づき、

メディア芸術も対象として事業

を推進してまいります。 

 

 

４ 

情報系同人誌などのイベ

ントをつくば市でも開催で

きれば文化創造になると思

う。つくばで科学系研究者や

技術者の書いた技術書典や

医療系の本、海外留学生、研

究者などの書いた海外の暮

らしや文化の書いた本など

のイベントができるように

なれば良いと思う。 

 

 

 １件 

 

 事業については、今後、詳細

を検討してまいりますので、い

ただいた御意見は、その際の参

考とさせていただきます。 

 

５ 

市内規模で企画、展示、集

客を考えていては集客でき

ない。地域交流センターと違

いを出すなら、有料の展示会

や作品販売ができるといい。

つくば市には全国規模、関東

レベルの展示会の巡回展を

招致できるような施設がな

い。 

 

 

 １件 

 

 将来的には、市外の方も集客

できるような事業を実施してい

きたいと考えていますので、施

設の利用規則・利用方法なども

含め、今後の事業検討の参考と

させていただきます。 

 

６ 

土浦市のように、市内を舞

台にアニメ化された作品や

マンガ作品の展示会をすれ

ば、ファンがつくば市までや

って来ると思う。 

 

 １件 

 

 アニメーション作品とコラボ

レーションした企画を推進して

いる自治体は日本各地にありま

すので、他自治体の事例を参照

しながら、今後の事業検討の参



 考とさせていただきます。 

 

 

７ 

現代サイエンスアート系

の「金沢 21 世紀美術館」や

「チームラボミュージア

ム」、東京都の「科学未来館」

などとの連携や企画展巡回

ができるような施設がほし

い。 

 

 

 １件 

 

 御意見いただいた現代サイエ

ンスアートに属する事業とし

て、科学と文化芸術のコラボレ

ーション企画であるサイエンス

ハッカソンを、文化芸術創造拠

点の事業として推進してまいり

ます。 

 

 

８ 

中心的要素について、文化

創造拠点としてスタートア

ップを推進する事業を行う

方針は良い。文化創造拠点

は、まだ誰も見たことのな

い、新しい芸術や価値観を創

造する場所であるべき。既存

の概念にとらわれない、自由

な発想の事業展開を期待す

る。前例のないことを歓迎す

る気風が必要ではないか。 

 

 

 １件 

 

 文化芸術は多種多様な価値観

を表現するためのものでもあり

ますので、自由な発想に基づい

た事業の展開は歓迎すべきもの

と考えます。いただいた御意見

は、今後の事業推進の参考とさ

せていただきます。 

 

○  施設の利用方法 について 

№ 意見概要 意見数 市の考え方 

 

 １ 

 

作品発表の機会として利

用できるか。複数の展示会は

同時にできるか。また、使用

可能な機材など、施設の利用

に関する規則や詳細が知り

たい。 

 

 ３件 

 

施設の利用方法や事業規模に

ついては、令和５年（2023 年）

度以降の施設整備設計等の中で

引き続き検討してまいりますの

で、いただいた御意見は、その

際の参考とさせていただきま

す。 

 

 

２ 

営利、非営利活動の区別な

く利用者の金銭のやり取り

は可能とするのか、不可とす

る場合、非営利の実費程度の

やり取りも不可とするのか。 

 

 １件 

 

施設の利用方法や事業規模に

ついては、令和５年（2023 年）

度以降の施設整備設計等の中で

引き続き検討してまいりますの

で、いただいた御意見は、その



際の参考とさせていただきま

す。 

 

 

３ 

コンサートなど、音楽の催

しは実施できるのか。 

 

 １件 

 

周囲の民家に影響を及ぼすよ

うな利用方法については避ける

必要がありますので、いただい

た意見を踏まえ、利用規則につ

いて詳細を検討してまいりま

す。 

 

 

４ 

市民以外も利用できるの

か。また、市民が市外の団体

などを呼んで公演などを行

うことや、市外の主催団体で

の申込みは可能か。 

 

 

 １件 

 

市内の類似施設の利用規則等

を踏まえ、詳細を検討してまい

ります。 

 

５ 

常設の展示会向けの専任

スタッフ（学芸員など）がい

たほうが展示会もできる。つ

くば市には筑波大の芸術学

部などもあるので展示会企

画展などのことも対応をや

ってほしい。 

 

 

 １件 

 

本計画中でも、「文化芸術創

造拠点はプラットフォーム形成

に係る取組を集約し、体現した

施設として、プラットフォーム

形成におけるあらゆる機能の基

軸となる。しかし、プラットフ

ォーム形成に係る全ての取組を

文化芸術創造拠点で完結させ

ず、そこから出会いやつながり

を創出する拠点となることを目

指す」としています。 

様々なつくば市内の機関との

連携も見据え、今後の事業推進

の参考とさせていただきます。 

 

 

○  施設の整備 について 

 

１ 

 バスが不便で、最寄りのバ

ス停から遠すぎる。施設が完

成したら、つくバスが通るよ

うに考えてほしい。 

 

 １件 

 

現状、つくバス北部シャトル

が施設付近の学園東大通り沿い

を運行しておりますが、施設へ

と向かうコース変更は、施設周

辺の道が狭く車両の通行が困難



なため、難しい状況です。 

 

 

２ 

多目的トイレを設置する

計画だが、車椅子の障害者も

施設を利用できるように、段

差の解消やエレベーターの

設置、また、多目的トイレに

はユニバーサルベットの設

置をしてほしい。 

 

 

 １件 

 

令和３年（2021 年）３月に策

定されたつくば市障害者プラン

の中でも、「公共施設等におい

てバリアフリー化を含めた公共

施設の環境整備に努め」るとし

ており、本計画でも、「バリア

フリー法等、各種法令に適応し

た施設整備」を目標としており

ます。 

施設の具体的な整備内容は、

令和５年（2023 年）度以降の施

設整備設計等の中で詳細を検討

しますので、いただいた御意見

はその際の参考とさせていただ

きます。 

 

 

３ 

聴覚障害者向けに、筆談ボ

ードを配備してほしい。ま

た、音声アナウンスだけでな

く、電光掲示盤などを設置

し、文字での情報提供にも配

慮してほしい。 

 

 １件 

 

施設の具体的な整備内容は、

令和５年（2023 年）度以降の施

設整備設計等の中で引き続き検

討してまいりますので、いただ

いた御意見は今後の検討の際の

参考とさせていただきます。 

 

 

４ 

障害当事者の意見も入れ

た改修工事を実施して欲し

い。 

 

 １件 

 

今回実施したパブリックコメ

ント以外の方法でも、利用者目

線での意見を取り入れることが

できるよう、今後の施設整備の

参考とさせていただきます。 

 

 

５ 

アーティスト滞在型の事

業展開を視野に入れ、簡易な

宿泊機能を持たせる整備を

提案する。 

 

 

 １件 

 

宿泊機能については、消防法

など関連法令との調整が必要で

すので、代替手段も視野に入れ、

実現の可能性について詳細を検

討してまいります。 

 

 



 

６ 

スタジオルームにスクリ

ーンなど上映できる機材の

整備や、多目的スペースに演

劇的なパフォーマンスの使

用を想定した整備をしてほ

しい。 

 

 ２件 

 

施設の整備内容については、

令和５年（2023 年）度以降の施

設整備設計の中で引き続き検討

してまいりますので、いただい

た御意見は、その際の参考とさ

せていただきます。 

 

 

○  p.3.74 3.9.2.(2)管理運営の考え方 について 

 

１ 

 運営について、市民を中心

とした運営委員会の設置を

望む。 

 

 １件 

 

他の自治体で廃校を利活用し

た施設においても、運営委員会

を組織し、市民を中心とした利

用者の意見を取り入れた運営を

意識している施設は多くありま

す。 

他自治体の事例を踏まえ、当

施設においての詳細を検討して

まいります。 

 



■ 修正の内容 

  p1.2. 1.2.計画の位置付け について 

修正前 修正後 

 

 

図 1-1 「つくば市文化芸術創造拠点

基本計画」の位置付け 

 

 

関連計画を追記するため、表を修正 

図 1-1 「つくば市文化芸術創造拠点

基本計画」の位置付け 

 

※パブリックコメントによるものではありませんが、関連する計画を追記しまし

た。 

 

新 

 

図 1-1 「つくば市文化芸術創造拠点基本計画」の位置付け 



旧 

 
図 1-1 「つくば市文化芸術創造拠点基本計画」の位置付け 

 

 

 



○  p2.31 2.2.3.(2)文化芸術市民意識調査 について 

修正前 修正後 

（１段落目） 

平成 30 年（2018 年）に実施された

文化芸術市民意識調査の中で、「文

化芸術の満足度」「つくば市の文化

芸術振興に今後重要なこと」は、次

のように評価されている。 

 

 

令和 4 年（2022 年）に実施された文

化芸術市民意識調査の中で、「文化

芸術の満足度」「つくば市の文化芸

術振興に今後重要なこと」は、次の

ように評価されている。 

 

（ア 文化芸術の満足度） 

                

          「文化芸術に

関する人材育成」「伝統的な文化芸

術の保存・活動がされている」「そ

れぞれの文化芸術活動が連携してい

る」について、「非常に満足」「や

や満足」との肯定的な回答がそれぞ

れ２割未満となっており、他の回答

項目と比較しても低くなっている。

また、「わからない」との回答も、

それぞれ６割を超えている。 

 

 
「すべての人にとって文化芸術が身

近となるような環境」「文化芸術に

関する人材育成」「市内の文化芸術

施設を整備・活用し、他施設とも関

わりを持った賑わいの創出」    
  について、「満足」「どちらか

といえば満足」との肯定的な回答が

５割未満となっており、 他の回答

項目と比較しても低くなっている。 
                 

             

 

 

図 2-19 文化芸術の満足度    

                

 

最新調査結果を反映するため図を差

替えました。 

図 2-19 つくば市の文化芸術に関す

る取り組みに対する現状の満足度 

イ つくば市の文化芸術振興に今後

重要なこと 

「文化芸術施設が整っている」こと、

「文化芸術に関する情報が充実して

いる」ことについて、「非常に重要」

「やや重要」の回答率合計が、それ

ぞれ７割を超えている。           
                             
 

 

「優れた文化芸術を鑑賞する機会の

提供」が最も多く、次いで「プロの

アーティストとの触れ合う機会の提

供」「周辺地区にある施設について、

設備・運営の充実を図ることによる

利活用の促進」となっている。 
 



 

 

図 2-20 つくば市の文化芸術振興に

今後重要なこと         

  

 

最新調査結果を反映するため図を差

替えました。 

図 2-20 つくば市の文化芸術振興に

関する取り組みにおける今後の重要

度 

記載なし ウ 文化芸術創造拠点に対して求め

る機能 
「制作や発表、鑑賞・体験の場の提

供」が回答としては最も多く、次い

で「地域の交流スペースの提供」「防

災・災害時の避難場所機能」となっ

ている。 

 
記載なし 最新調査結果を反映するため図を差

替えました。 

図 2-21 文化芸術創造拠点に対して

求める機能 
 

※パブリックコメントによるものではありませんが、調査結果等を最新のものに

修正しました。 
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すべての人にとって文化芸術が身近となるよう
な環境(n=809)

鑑賞や創作、ワークショップなど、市民が文化
芸術に触れる機会(n=811)
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図 2-19 つくば市の文化芸術に関する取り組みに対する現状の満足度 
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図 2-19 文化芸術の満足度 
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芸術家や指導者など文化芸術を担う人材の育成
や活用(n=826)

すべての人にとって文化芸術が身近となるよう
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芸術に触れる機会(n=829)
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図 2-20 つくば市の文化芸術振興に関する取り組みにおける今後の重要度 
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図 2-20 つくば市の文化芸術振興に今後重要なこと 
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（％）  
図 2-21 文化芸術創造拠点に対して求める機能 

旧 記載なし 

 



○  p2.35 2.3.1.(1)計画地の施設における課題（ハード面） について 

修正前 修正後 

（建築物の項、３項目目） 

校舎等を避難場所として使用可能に

するため、空調など各種施設の整備

を検討する必要がある。 

 

 

校舎等を避難 所として使用可能に

する              

     必要がある。 

 

※パブリックコメントによるものではありませんが、担当部署と協議のうえ、表

現を適切なものに修正しました。 

 

○  p3.37 3.3.1.表 3-1 文化芸術創造拠点のビジョン・コンセプト について 

修正前 修正後 

（5 行目） 

あらゆる人、モノ、情報が出会い、

そこからつながりが生まれ、つなが

りから新たな価値観やつくば独自の

文化芸術が生まれていくことを期待

する。 

 

 

    人、モノ、情報が出会い、

そこからつながりが生まれ、つなが

りから新たな価値観やつくば独自の

文化芸術を育む。        

    

 

 

○  p3.41 3.2.1.(1)  表 3-2 施設に求められる機能 について 

修正前 修正後 

（避難所の項、概要） 

災害時に一時的に避難できる機能を

有する。 

 

 

災害時に    避難できる機能を

有する。 

 

※パブリックコメントによるものではありませんが、担当部署と協議のうえ、表

現を適切なものに修正しました。 

 

○  p3.43 3.2.2.(1) 表 3-4 導入機能の検討（施設） について 

修正前 修正後 

（防災の項、活動の想定） 

一時滞在 

 

災害時における避難 

  

※パブリックコメントによるものではありませんが、担当部署と協議のうえ、表

現を適切なものに修正しました。 

 

 



○  p3.52 3.3.4.(1)キ 表 3-14 その他の導入機能 について 

修正前 修正後 

（災害時の拠点機能の項、導入機能） 

避難所・防災倉庫・防災 井戸 

 

避難所・防災倉庫・防災用井戸 

  

※パブリックコメントによるものではありませんが、担当部署と協議のうえ、表

現を適切なものに修正しました。 

 

○  p3.53 3.3.4.(4)指定避難所 について 

修正前 修正後 

本施設は指定避難所でもあることか

ら、災害時にも利用できるよう、空

調・水道設備等を整備していく。 

本施設は指定避難所でもあることか

ら、災害時にも利用できるよう、維

持管理していく。        

※パブリックコメントによるものではありませんが、担当部署と協議のうえ、表

現を適切なものに修正しました。 

 

○  p3.56 3.4.2.既存樹木の活用 について 

修正前 修正後 

（３段落目） 

敷地西側の法面に位置する木々は桜

が多く、学校として利用されていた

ころの名残であり    、廃校を

活用した施設取り手の学校らしさを

残していくためにも、維持管理して

いくことが望ましい。 

 

 

敷地西側の法面に位置する木々は桜

が多く、学校として利用されていた

ころの記憶を継承しており、廃校を

活用した施設取り手の学校らしさを

残していくためにも、維持管理して

いくことが望ましい。  

※パブリックコメントによるものではありませんが、表現を修正しました。 

 

○  p3.56 3.4.3.環境配慮 について 

修正前 修正後 

施設の整備・維持管理を行っていく

にあたり、LED 照明器具の採用や、蓄

電池及び太陽光発電設備等の導入に

より、環境配慮を行うことを検討し

ていく。 

 

施設の整備・維持管理を行っていく

にあたり、太陽光発電設備等の導入

や、LED 照明器具の採用等により、 

  環境配慮を行うことを検討して

いく。  

※パブリックコメントによるものではありませんが、表現を修正しました。 


